
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

～多摩市自治基本条例１周年記念座談会～ 
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多摩市自治基本条例をご存知ですか？ 

多摩市自治基本条例は、多摩市にとって最も基本的で大切な条例です。 

国の定める決まりを「法律」と言います。 

それと同じように、市の定める決まりを「条例」と言います。 

「日本国憲法」が日本にとって最も大切であるように、多摩市にとって一番

大切な決まりが「多摩市自治基本条例」です。 

平成17 年 8 月、多摩市自治基本条例は、誕生１周年を迎えました。この座

談会は、多摩市自治基本条例施行１周年を記念して更なるステップアップを 

目指し、市民・議会・行政からの参加により開催したものです。 
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よろしくお願いします  

白鳥  本日は司会を務めさせて頂きま

す。よろしくお願いします。 
今日は、条例ができてからの感想や、条

例を活用してどんなまちを作るかを、み

なさんでざっくばらんにお話できればと

思っています。よろしくお願いします。 
私は、大津山さんが代表を務めた「市民

自治基本条例をつくる会1」（以降「つく

る会」）で制定に関わり、今は檜垣さんが

委員長を務める自治推進委員会2で、条

                                            
1 多摩市市民自治基本条例をつくる会 条例制定

に参加する市民を市が公募したことをきっかけに、

市民が自主的に結成した会。 
2 自治推進委員会 自治基本条例に基づき設置

する、自治の推進を目的とした機関 

例制定後の自治の推進について関わっ

ています。 

大津山  平成 11年、第四次総合計画
策定にあたり行政3の呼びかけに応じて

「まちづくり研究会4」に入ったのが行政

との関わりです。退職したばかりだった

ので暇つぶしに参加したのが運の尽き

（笑）。その後、つくる会を３年半ばかり。 
最近はあちこちで自治基本条例を作る

動きが盛んで、関係自治体などに呼ば

れたり、地域のことやで、結構忙しくして

                                            
3 行政 多摩市行政。自治基本条例では「市の執

行機関」と定義されているが、この座談会では「行

政」で統一。 
4 まちづくり研究会 第四次多摩市総合計画策定

に市民の意見を反映するため市が公募したワーク

ショップ。 

多摩市自治基本条例１周年記念座談会 

敬称略 50 音順 

大津山
おおつやま

 壽久
としひさ

 【市民】 

条例の策定に携わる 

｢これから原石を磨き

ましょう｣ 

白鳥
しらとり

 光洋
みつひろ

 【市民】 

条例の策定推進に携わる 

「市民も熟度を高める

必要があります」 

檜垣
ひ が き

 正已
ま さ み

 【市民】 

策定後の推進に携わる 

｢子どものときから慣れ

親しむことが大切です｣ 

村松
むらまつ

 美花
み か

 【市民】 

市民活動に関わる 

｢自分で考えて動いて 

こそ…｣ 

山田
や ま だ

 勝義
かつよし

 【議会】 

多摩市議会議長 

「声無き声をまちづくり

に反映させるには」 

渡辺
わたなべ

 幸子
さ ち こ

 【行政】 

多摩市長 

｢行動の「わ」を広げる 

ことが課題です｣ 



 3

います。 

村松  平成 9 年に多摩市に転居して
来ました。小学生と中学生の子どもがい

ます。子どもに関することや環境につい

ての活動をしています。 
条例については、詳しくはわかりません

が、日頃の活動を通して感じている事を

お話ししたいと思います。 

白鳥  村松さんが参加した市民討論

会5で、条例に関心を持とう、というような

意見も出ていたんですね。 

山田  多摩市議会議長を務めていま

す。 
生まれは新潟県。昭和５１年に、ニュー

タウンに魅力を感じて都内から越して来

て、３０年になります。本当にこのまちが

大好きで、自分が住んでいるまちを他に

誇れるまちにしたいと思っています。 
多摩市に来て 3 年目から、今年で２７年
議員を務めさせていただいています。多

摩市は行政に関心のある人が多く、地

域や行政みんなで手作りのまちづくりが

できる市だな、と、感じています。 

檜垣  昭和の終わりに、千葉の浦安か

ら、仕事でも少し関わりがあった多摩ニ

ュータウンに引っ越して来ました。 

多摩市は、緑が多く、社会基盤が整備

                                            
5 市民討論会 第四次総合計画後期基本構想見

直しに関する討論会。村松氏は運営スタッフの１人。

スタッフはその後市から独立して「ケンケンガクガク

の会」を発足。 

されています。次は福祉、産業振興に

力を入れようというとき、自治基本条例を

皆さんで、と言う気運が盛り上がったの

は素晴らしいことです。 
今、自治推進委員会に参加しています。

この委員会で何ができるか、やや当惑し

ながら進めています。 

渡辺  多摩市職員を３０年勤め、平成

１４年４月に多摩市長になりました。 

多摩市に住んで３３年、多摩ニュータウ

ン開発とともに人口が増加し、多摩市が

発展してきた移り変わりを、市民として、

職員としてまちづくりに関わってきまし

た。 

多摩市自治基本条例ができるまで  

～市民による原案作り～ 

白鳥  自治基本条例は、市民の作っ

た条例原案を市が更に検討し、議会が

更にそれを修正して出来上がりました。

こうした制定の過程も、他の自治体から

注目されています。 

大津山  まず、時代的な背景を見る必

要があります。平成１０年に特定非営利

活動促進法、平成１１年に地方分権一

括法が成立し、権限が国から地方に移

りました。いわゆる垂直分権です。「次は

行政から市民に水平に分権を発展させ

ていこうや」、という気運がありました。 
自治基本条例を作ろう、と行政の呼び

かけに応じた市民が、つくる会に発展さ

せ、１年半をかけて原案を作りました。 
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～行政の全庁的な研修・検討～ 

白鳥  原案完成目前に市長交代という

出来事がありました。紆余曲折を経なが

らよくできたなあ、というのが実感でしょ

う。 

渡辺  鈴木前市長は、市民原案をそ

のまま議会に上程するとのことでスター

トしました。そのとき職員だった私は「約

980 人の職員の中で十分に議論されな
いと、条例ができても生きないのではな

いか」と問題意識を持っていました。 
市長選に出ることになり、５人の市長候

補者の公開討論会が開催されました。

そのとき「市民原案のまま議会に上程し

ますか」と聞かれ、他の候補は皆○（マ

ル）でしたが、私は、そういう理由で△

（サンカク）と答えました。 
４月に市長に当選し、６月につくる会か

ら原案の提出をいただきました。そして

夏から行政での本格的な検討にはいり

ました。 

大津山  行政が検討していた１年３ヶ

月の間、市民間でかなり噂が飛び、つく

る会では皆とても心配していました。 

渡辺  私は、「原石は最大限尊重しよ

う」を基本としながら、この条例に基づい

てまちづくりを進めるにあたりどうか」を、

市民案を理解することからはじめ、具体

的な検討を行いました。 
例えば条例の名称は、市民自治基本条

例ではなくて自治基本条例、と。そうし

てできた素案第１版を、つくる会と全市

民に公表しました。 

大津山  行政素案を見て「これは大変

だ、何とか市民案をまっとうしなければ」

と思いました。そこで、パートナーシップ

協定に根拠を置いた調整が、行政とつ

くる会で再開されました。 
そこでは「この条例は原石のようなもの。

条例として土俵に上げようよ。100％満
足するものはできないかもしれない。磨

けば光るものにしようよ」と言うのが多く

のな声だったと思います。 

渡辺  つくる会とのやりとりを重ねなが

ら素案を改訂し、素案第５版を行政案と

して議会に上程しました。 

～議会･･･産みの苦しみ～ 

山田  議会では、議会関連の条文は

代表者会議で、全体は所管である総務

常任委員会で検討しました。 

渡辺  議会の修正で一番大きいのが、

条例の位置付けを「最高規範」と定めた

ことだと私は思っています。 
市民原案は「最高規範」でしたが、行政

案では「最高規範とは憲法」との法解釈

で「総合的な規範」としていました。 

白鳥  議会の修正案で、市民案に近

い形に戻りましたね。 

山田  議会でも議論し、法制度の中で

市が定めることのできるのは条例なので、

「多摩市の定める最高規範」ならば条例
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の中での最重要、と落ち着きました。 
行政が提案した条例案を議会が修正す

ることは、過去 20 数年の議員経験の中
で殆どありません。いわば市の憲法とい

う大事な条例を決めるので、議会も本当

に慎重になり色々な議論がありました。 

正直な話、議会も大変でした。原案も修

正案も、どちらも過半数に行かず、議会

で廃案になるかもしれない、という見込

みすらあったのです。市民のみなさんや

職員が苦労してここまで築き上げた条

例案です。それが議会で廃案になどと

なったら大変なことだ、と非常に悩みま

した。今後、見直し修正はできる、どこか

で譲り合わなければいけない、と。 

 

 

 

 

 

結果的には修正案が通りましたが、全

員一致ではなく微妙な数です。みなさん

の苦労に比べれば全然大した事はあり

ませんけれど、一緒になって苦労させて

いただいた、という思いはあります。産み

の苦しみでした。成立して本当によかっ

たな、と思っています。 

大津山  市民の原案に立って行政と

の協働作業で、それに議会が加わりまし

た。結果的には、市民と、行政と、議会

が協働して条例を作ったと言えます。三

者とも悩みながら、ですけど。 

条例ができて何が変わったか  

～すぐに変化すること、しないこと～ 

白鳥  こうして誕生した条例で、多摩

市は良くなったのでしょうか。 

檜垣  条例が出来たからすぐ変わるか

と言うと、そうではありません。長い目で

見るものと思っています。 

大津山  すぐに具体的な結果が出な

いのは、自治基本条例のような理念的

な条例の持つ性格です。目に見えて変

わることは少ないけれど、基本はしっか

りしている、で良いのです。 
なお、理念だけではなく、市の制度の部

分や、市民の参画協働の権利の保証な

ど、具体的な部分もあります。 

白鳥  自治基本条例に基づいて市民

参画のしくみもできているわけですね。

市長としてそこはいかがですか。 

渡辺  自治基本条例ができて最も変

わっているのは行政ではないかと思って

います。マニュアルも作られ、何かあると

「自治基本条例に基づいてやっている

の？！」というやりとりがあります。 

市民には知られていない条例  

白鳥  自治基本条例の中で一番長い

のは、市民参画の条文です。行政では

実施に取組んでいます。でも、多くの市

民には知られていないようですね。 

渡辺  そうですね。条例施行から１年

 



 6

たった昨年の秋、中学校のPTA役員の
皆さんの会で、自治基本条例を知って

いますかと伺いました。中学校の PTA
役員の皆さんは、たま広報を読み市民

活動に興味を持っていらっしゃる方々で

す。その方たちでも、知っている方は１

割弱でした。これが実情です。 
自治基本条例があること、それがどうい

う有効性を持つのかということを伝える

のは、施行した行政執行部の責任と思

っています。 
白鳥  自治基本条例に基づく実践的

な部分が見えると、印象が強まりますね。

それが自治推進委員会にも期待されて

いるのでは、という気がします。 

大津山  私は、自治推進委員会には、

むしろ条例の確認、見直しを期待してい

ます。行政関係者や研究者から私に、

部分的な指摘や質問が来ます。その検

討をお願いしたい。 

条例は自分たちのもの  

村松  条例の見直しもいいのですが、

その前に、市民が「自分たちの条例だ」

と認識することが必要ではないでしょう

か。以前、第四次総合計画のワークショ

ップに参加したことがあります。市の計

画に関ることができ、意見が反映される

ことはいいことだなと思いました。 
ある委員会に今までになかった公募市

民委員枠6ができて参加できたことは、

                                            
6 市民委員枠 平成１０年度施行「多摩市附属機

関の設置運営に関する要綱」で市民枠、公募等を

大きな喜びでした。 
このような市民が参加できる機会は、

「自治基本条例に基づくもの」と言われ

れば、市民も実感できるのではないでし

ょうか。 

 

 

 

 

 
 
市民に見える条例になるには  

村松  議会では自治基本条例がどう

いうことに生かされているか、職員のみ

なさんが全員自治基本条例を最高規範

と意識して仕事をしているか、市民の意

見が本当に反映されているのか･･･。具

体的に実感できれば、市民の感覚も変

わってくると思います。 

白鳥  「市民が意見を表明しても、た

だ聞き置かれているだけではないか」、

との市民からの懸念は、どこの自治体で

も聞きます。自治推進委員会の提言で

は、計画策定に関わった委員が実施状

況を見守る、アフターフォローを提案し

ています。 

檜垣  たくさんの「市民の意見」があり

ます。自分の意見が通ったかということと、

                                                          
規定。自治基本条例制定と共に条例施行規則に

吸収。 
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複数の意見がどう反映されたかというこ

とは、別の面もありますが。とにかく意見

がどう反映されているかわからないのが

不安や不満の一因でしょうから、まずは

情報の公開・共有が重要です。 

大津山  わかりにくい理念条例の段階

を超えて身近に感じるには、街づくり条

例等の個別条例で補強し、有機的に結

ぶ事も有効かと思います。今後の課題

ですね。 

 

 

 

 

 

 

 

市の外から見た多摩市  

～市民参画度 全国１位～ 

～多摩市議会公開度 関東３位～ 
大津山  多摩市は、全国 700強の市・
区を対象とした昨年度の日経産業消費

研究所の調査で、市民参画度が全国１

位となりました。条例制定により、市全体

のイメージは格段に向上しています。 

山田  実は多摩市議会も、外部から高

い評価を受けています。関東の２００弱

の自治体を対象とした議会公開度調査

で、多摩市は３位になりました。 
私はいろいろな市に視察に行きました。

委員会や協議会の傍聴を認めていない

自治体、議事録すら作っていない自治

体もある中で、多摩市ほど開かれている

議会はないと自負しています。 
ではなぜ１位でないかというと、テレビ放

映と日曜夜間議会を実施していないか

らです。 
テレビ放映は、３月市議会から開始しま

す。現段階では市役所１階での放映と

ビデオ貸出です。将来はマスメディアで

の配信も視野に入れていますが。 
夜間・日曜議会は、実施の方向で、現

在実施している全国の自治体を調査中

です。ただ、傍聴者が増えるのは開始

当初のみ、との回答もあります。情報共

有の手法も大切ですが、それ以上に中

身の充実が重要と考えています。 

議会における市民参画  

大津山  議会も変わったと思います。

昔の議会は「議会軽視！」とか「市民の

サポート不要！」という雰囲気がありまし

た。今は「議会も市民参画・協働しない

と、ちょっとばかりおいてけぼりをくうかも

しれんよ」という具合に。 

山田  今、議会では、議会におけるパ

ブリックコメントをどうするか、大きな問題

になっています。 
例えばタイミングです。３名以上の議員

が集まれば、議員提出議案を出すこと

ができます。実施は３人が提案した時点

か、議会としてまとまった時点か、などの

点です。費用、手法なども問題です。 

その中で、ある議員から、議会独自の基
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本条例・参画条例を作ってみないか、と

いう声も出ています。 

白鳥  提案される前の市民参画による

もっと気楽なやりとりが、提案の素材に

なれば良いのでは、という気もします。 

山田  それは行っています。私たち議

員は、地域、地元、団体などで直接市

民の声を聞く機会がとても多いのです。

それを元に提案するのですから、パブリ

ックコメントは二重では、との声もありま

す。みなさんはどう思われますか？ 

檜垣  自治推進委員会でも、そういう

問題が話題になります。 
パブリックコメントなどの市民参画は、個

別の事業、予算、問題について行いま

す。それに対して議会では、市全体を

総合的に見た判断や審議が求められま

す。そこはきちんと分けたほうが良いの

ではないか、と私は思っています。 

大津山  行政も議会も、言い難い事は

たくさんあり、全般を見て判断すべきとき

は個別の要望は聞きにくいこともありま

すね。でも言いにくい事も全部曝け出し

てそれを毅然として言う責任があります。

その方がむしろ共感を得られると思いま

す。お互いの「もたれ合い」が一番まず

い。 

渡辺 自治基本条例の評価への参画は

先進的なことだと思います。自治推進委

員会でとりあげていますね。 

檜垣  事業の事前評価も考えていま

す。効果が期待できる反面、影響も大き

いので検討段階ですが、参考意見とし

て出せれば良いと考えています。 

 

 

 

 

 

市民参画､協働型評価には、難しさを感

じています。新しいことを始めるときはや

り易いのです。例えば何かを作るとき、こ

んな風にしてほしい、こんなものを入れ

て欲しい、と意見はいくらでも出ます。し

かし、廃止、縮小に賛成する人がいるか

どうか。そういうときこそ市議会の役割が

大きいのではないでしょうか。 

山田  議員を選ぶのは市民ですが、

選ばれた議員は、主義や党派を超えて

「市全体のことを考える」姿勢を貫かなけ

ればなりません。セクト（党派、派閥）や

地域主義に陥ると、狭いまちづくりにな

ってしまいます。 

自治基本条例に基づいた市民参画が

進む中、我々議会の責務は更に重大に

なると感じています。受身ではなく、議

会自らが認識も変わらなければいけな

い、と思います。 

要望・要求型から参画協働型に  

～「私たちのまちの自治」～ 
大津山  自治基本条例の制定は、要



 9

望・要求型から参画・協働型への大きな

転換を意味しています。 

渡辺  前文に「市民が、市民の手で、

市民の責任で主体的にまちづくりにか

かわることが大切」とありますね。 

これを行政が言うと押し付けになります。

市民自らが、市民の基点を明快に原案

に入れたのは素晴らしいと思います。 

大津山  第６条の「自らの発言及び行

動に責任を持つ」も市民原案からです。 

渡辺  行政職員の中には、過去の要

求型住民運動の経験から、「市民参画」

に慎重な人がいました。 
市民原案の「市民自治」に対して、自立

した市民と自立した職員がいっしょに地

方自治を創る、との思いから、「私たちの

まちの自治」としました。 

大津山  最初の行政素案では「市の

自治」という表現でした。これはけしから

ん、「市民自治」に対して「市」ではたま

らんよ、と、ある学者に聞いたんです。す

ると「市民自治だけにこだわって、議会

が外されてしまったら困るじゃないか。

市全体の自治なのだから、これが一番」

と言われました。こんな経緯の中では、

「私たちのまちの自治」で良いと思って

います。 

～住民から市民へ～ 

山田  市民参画が多いのは多摩市の

良いところです。反面、関心のある人と

ない人が両極端かな、とも感じます。 
私はよく「住民はたくさんいるが市民が

少ない」と言います。声無き声、活動で

きない人の声をどう吸い上げていくかが、

議会にも行政にも大きな課題です。 

白鳥  大変重要な問題提起ですね。

議会との協働とは、市民と議会、市民と

議員個人のものがあります。それがうまく

行くと良いまちづくりにつながりますが、

実際には、市民が納得しないと実現が

難しいでしょう。 

 

 

 

 

 

大津山  自治基本条例が参画協働型

への転換と言っても、要望する場面はた

くさんあります。行政が専門職としてやっ

て行くべき部分と協働すべき部分の両

方があること。なにもかもすべて協働・参

画ではない。 
同時に、行政が本来しなければならな

いものまで安易に市民に振るのも、また

まずい。充分な市民の議論を前提に、

行政、議会、市民それぞれの役割に応

じた形で、皆が自治意識を啓発する必

要があります。 

村松   私も、市民と市と議会が一緒

にやるということはどういうことなのかな、
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と考えています。 

市民参画が形だけでは、と感じることが

あります。委員会などで、白紙の状態

（方針・テーマなどがはっきり提示されな

いで）で「さあ、市民のみなさんで議論し

て下さい」と言われても、自由なようで、

何を話すのか、戸惑うことがあります。行

政から、きちんと前提（方針・テーマな

ど）が示されることで、それを元に意見を

出し合い、深めていけるのではないでし

ょうか。 

白鳥  前提を知らせるのが結構難しい。

白紙からでなければならない、と言う市

民もいるからです。だからと言って本当

に白紙からなら、１年たってもまとまりま

せん。そこをうまくコーディネートする人

がいることが肝心です。 

議員の方の経験も技術もおありでしょう

から、お力を借りられないでしょうか。 

議長  行政主催の市民ワークショップ

で議員があまり意見を言うのはどうかな、

と私は思います。「議員としてではない。

市民として発言する」つもりでも、どこま

で分けられるだろう、と。 
自治基本条例の趣旨に沿い、議員は原

則として審議会委員から外れています。

審議会に議員がいると、流れを導いてし

まうこともありますし。 

檜垣  市民の活動と議員の活動を区

別しないと。ワークショップなどの個人の

意見と、市議会の会派代表としての意

見が完全に一致するとは限りません。市

民と共に参画することが、肝心の議会活

動を制約してしまうこともあり得ます。 

 

 

 

大津山  つくる会には、議員は個人的

に参加していました。そこでの結論は、

「議員は議会という重要な場所がある。

各審議会へは議員は参加しない」としま

した。 
議員はよく勉強しています。むしろ市民

側が勉強不足です。自治を自覚しなが

ら自己選択、自己決定、自己責任まで

にたかまらないと。 

白鳥  市民が自分で考え、動くことが

大切で、市民も熟度を上げる必要があり

ます。サイレントマジョリティ7が多いのも

問題です。それは時間がかかっても一

歩一歩前に進めるしかありません。 

市民の合意形成を 

白鳥  市民参画によるまちづくりとは、

突き詰めると、施策の優先順位をどうつ

けるかを、市民の中でどう合意するか、

ということだと思います。これが非常に難

しく、議会の中でも悩むところでしょう

か。 

大津山  市民も、重要な決定に参加

                                            
7 公の場で意思表示をすることのない大衆の多数

派。 
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する過程で鍛えられて行きます。100％
自分の意見だけが通ることはありえない、

１５万市民の中で出るたくさんの違った

意見も受け容れて行こうよ、と。 
参画とは何か、市の自治とは何か、と自

治論争が展開され、市民の中に浸透す

るような「しかけ」づくりをしてみてはと思

います。例えば条例の改正にあたって

の住民投票などもきっかけになるでしょ

う。 

檜垣  自治は市民が自分で動くことが

大事ですが、当初は議会や行政が市民

の声を取り次ぐ形も必要かと思います。 

地縁と知縁のゆるやかなつながり  

大津山  私が多摩市で一番好きなの

は、半都会的なところです。田舎では、

何をしても町中の噂になります。多摩市

は、半分はそういうところがあり､半分は

自分だけの場所が許されるところ。 

 

 

 

 

 

渡辺  開発当初、臼井元市長が団地

を見回ったとき、住んでいる人が、パッと

ドアを閉めて閉じこもりました。これでは

いけない、人とのつながりを作らなけれ

ば、と、スポーツ、文化、コミュニティ施

設などを整備してコミュニティの醸成に

努めて来ました。土地の縁と、趣味や活

動でつながる知の縁の両方が大切と認

識して来たのが多摩市です。 
右肩上がりの時代ではなく、施策の選

択と集中が求められる今、ずっと住みや

すい多摩市であるために、共助、支えあ

いがますます大切になります。 

大津山 支え合いと言えば、地域に戻る

団塊の世代の方のことがよく話題になり

ます。感謝の気持ちで迎え入れるのな

らいいが、過度な期待はかえって重荷と

なるでしょう。 

白鳥  あまり一生懸命やりすぎると疲

れますね。協働とは「一人ひとりができる

範囲で、できることを持ち寄ってやる」と

言うとわかりやすいでしょう。行動の楽し

さが、結果の満足感や達成感につなが

って行くのが大事です。 

大津山  協働の前提は「やる気のある

人間が、やる気のない人間を追っかけ

回してはいけない。やる気のない人が、

やる気のある人の足を引っ張ってはい

けない」です。ゆるやかにつながりましょ

う。 

子どもが重要  

檜垣  自治基本条例を伝える手段とし

て、副読本を作り学校で教えたらどうで

しょう。子どもから保護者に伝わります。

それに、子どもは大人になります。 

渡辺  なるほど、子どもですね。昨年

夏の自治基本条例１周年キャンペーン
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では、子ども用のチラシも作りました。 
自治基本条例は、10 年、20 年の中で
成果が見える要素があると思います。実

施の方向で教育委員会と協議したいで

す。一部の学校で始めればそれが広が

るでしょう。 

 

 

 

 

 

檜垣  話題になれば浸透しやすいと

思います。要は、「自分たちで」まちをつ

くろうということ、どういう方法があるかと

いうこと、です。難しい条例を易しく小学

生にも教えられたら良いですね。 

～子どもが意見を表明する実感を～ 
村松  アンケートなどではなく、子ども

が、直接意見を表明できる機会があると

良いと思います。 
市民討論会でも、そのことが出ました。

中学生、高校生なら自分たちで企画し

たり運営に関わったりすることもできるの

ではないでしょうか。まちづくりにつなが

る、子どもが参画できるいろいろな機会

があるといいですね。 

檜垣  全く同感です。ホームルームで

市議会に子どもの要望を提案させたり、

模擬市議会をやったりと、訓練は大切で

す。 

誤解を恐れず、わかりやすく  

村松  ホームページに子どものコーナ

ーがあると嬉しいですね。今のホームペ

ージは、大人でも見てわかりづらいと思

います。 

大津山  子どもが勉強すると親も一緒

になって勉強します。そのためにも、わ

かりやすく説明できることが必要です。 
例えば「『協働とは何か』がよくわからな

い」などと聞きます。そんなとき、用語を

完璧に説明しようとすると、正しいかもし

れないが、なじみのない、親しみも持て

ないものになってしまいます。 
乱暴でも、誤解を招くかもしれないけれ

ど「なぁに、難しくないよ、みんなで力を

合わせて働くことだよ」、と胸を張って言

い切ること。今は横社会ですからね。 

檜垣  条例は、内容が良くてもきちん

とした文章になると難しいです。簡単明

瞭な中身で、子どもも理解できるよう工

夫した方が良いかもしれません。 

白鳥  「声無き声が多い」のは、分権だ

何だ、といいながら、日本が自治に関す

る取組みや教育をサボっていた裏返し

です。我々もそんな教育を受けていな

いからわからない。 
子どもが多摩のまちづくりに関わり、そ

れで多摩に住みたいと思うような、そん

なことを進めたいですね。 

最後にひとこと  

白鳥  それでは、最後に一言ずつ。 
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山田  自治基本条例は、多摩市が誇

れる条例です。市民、行政、議会が力を

合わせて推進しましょう。せっかく良いも

のが宝のもちぐされにならないように。 

檜垣  自治基本条例があることが大切

なのではなく、どう活用するかが大切で

す。それぞれの立場で活用できるように

して行きたいと思います。 

大津山  協働の展開に当っては、「目

的の共有」とか「検証の継続」を絶えず

はかることが基本のようです。原石のこ

の条例を、みんなで磨いて行きましょう。 

村松  多摩市は大好きなまちです。市

民として条例をどう生かしていくかを考

えていきたいと思います。 

白鳥  多摩市にはたくさんの計画があ

るので、その実行性を、どう高めるかが

課題だと思います。 

最後に、市長としてお願いします。 

渡辺  今まとめていただいたように、

PDCA（計画－実施－評価－反映）の
P(計画)の市民参画協働は定着しつつ
あります。Ｄ（実施）の段階での協働の

手がかり、方法をわかりやすく情報共有

できるよう、４月から市民情報センターを

整備します。ぜひご利用下さい。 

白鳥  楽しい座談会でした。みなさん、

ありがとうございました。 

 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
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（付録） 多摩市自治基本条例とは 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（付録） 多摩市自治基本条例ができるまで 
 

市議会 行政
（市の執行機関）

コミュニティ

市民

★条例改廃、予算などの決議
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基本理念 参画と協働

 

時代
背景

市民

行政

議会

つくる会発足

市民ワークショップメンバー
募集

職員プロジェクト設置

市民案

合流

職員研修／全業務分析（各課） 市議会
（代表者会議）条例案作成検討委員会

行政素案第１版

パブリックコメントつくる会と調整

行政素案第５版

市議会
（総務常任委員会）

修正案可決

・昭和時代から盛んな多摩市の市民参加
・地方分権の流れ（平成10年特定非営利活動促進法、12年地方分権一括法・多
摩市附属機関等の設置運営に関する要綱（市民公募の規定））
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私たちが暮らす多摩市は、太陽の光あふれる、緑豊かなまちです。 

 私たちは、ここに集い、あるいは生まれ育ち、学び働き、暮らし、生涯

を終え、それぞれの歴史を刻み、文化を育んでいます。 

 私たちは、先人の英知とたゆまぬ努力によって発展してきた大切なこの

まちを、より暮らしやすくするとともに、次の世代へ引き継ぐために、  

ともに力をあわせて自ら築いていかなければなりません。 

 そのためには、市民が、市民の手で、市民の責任で主体的にまちづくり

にかかわることが大切です。 

 このため、私たちは、一人ひとりの人権を尊重しつつ責任を分かち合う

とともに、誰もがまちづくりに参画することによって、私たちのまちの  

自治を推進し、それぞれの持つ個性や能力がまちづくりに発揮される  

地域社会の実現をめざし、ここに多摩市自治基本条例を制定します。  

 

～「多摩市自治基本条例」前文より～ 

 

私たちのまちの自治基本条例 

～多摩市自治基本条例１周年記念座談会～ 

平成 18年 2月 多摩市企画政策部企画課 


